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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜入室状況＞
【入院】
・坂本　愛子様～東C5（医療保護）
・戸沢　定儀様～東C4（医療保護）

【退院】
・大橋　京子様～東B1

【転出】
・若松　邦生様～東D17　→　西A42 

＜患者様連絡事項＞
・小泉　絵利子様～村井内科代理受診（いとこ様）。鑑別依頼していく。

・大道　光星様～GHこだまへ体験外泊（10/16 15：30～10/17 10:00）

＜馬渡Dr.診察情報＞
・地代所　武彦様～便秘訴え有り酸化マグネシウム330㎎　1×朝夕　追加となる。北、西病棟転出許可あり。

・月舘　秋彦様～処方、その他指示変更なし、北、西病棟転出可の指示あり。

・寺井　恵利子様～本人より幻聴の訴え聞かれている　ラツーダ40→80に増量となる。その他指示変更無し。

・寺地 啓喜様～診察中声掛けには不明瞭な発語聞かれている。食事摂取量増加している
ことからソリタT3　３本→２本へ減量の指示あり。その他指示変更な
し。

・三浦　華菜様～身体拘束継続の指示あり。明日よりレキサルティ中止しアリピプラゾール6mg追加になる。

・中村　雅子様～処方・その他指示変更なし。退院支援進めていくようにとの指示あり。

＜田名部Dr.診察＞
・下浅　光敬様～今月中の退院を目標にしていきましょうと本人へDrから方向性を伝えた。
　　　　　　　　スマホ使用はAユニットにいる間は使用禁は続く。

・安達　貴浩様～私物使用について訴えあり、本人からDrへリストを渡している。ノート、ボールペン、ラジオ、トランプの使用可となっている。

[bookmark: _GoBack]・他指示追加や処方変更などはなし。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。開放後他患への迷惑行為著明にあり早めに開放観察終了としている。自室では不潔行為、自傷行為無し。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時眼光の鋭さはあるが不機嫌さや不満等は聞かれず。自室で臥床し過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。気分高揚さ、自傷行為なく落ち着いて過ごされている。拘束部位のトラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・三浦　華菜様～身体拘束中。13:00ラウンド時体幹・両上肢すり抜けておりベッド上端坐位になっているとこを発見。以後、不穏著明となり、7名で対応し、ジプレキサ筋注実施。また、肩拘束追加。注射後、徐々に沈静し、寝落ちしている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。
＜新入院患者様情報＞
①日　　時：令和7年10月16日　10：00
　氏　　名：坂本　愛子様（さかもと　あいこ）様
　生年月日：昭和22年3月21日（78）　
　病　　名：統合失調症、双極性障害
　合併症　：骨粗しょう症
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット　5号室

　＜経過＞
　27歳ころより精神科通院するようになり、10年間自宅療養。27歳時、せいわ病院へ統合失調症の
診断で入院歴あり。43歳に結婚。挙児はなし。三戸町の介護施設にて介護職として6年従事。三戸
中央病院メンタルヘルス科にて統合失調症の加療中。R7.10.7腰痛が悪化。歩行困難となり同院へ救
急搬送される。腰椎圧迫骨折の診断を受け、入院加療開始。その中で易興奮性、攻撃性が目立ち看護
師への粗暴行為も見られていた。10.14より炭酸リチウム製剤の内服の承諾いただき経過をみるも改
善ない状態。入院前より地域でもトラブルが続いており、事業所の調整も断られている状況。ケアマ
ネや施設の受け手がなく自宅退院も生活破綻も考えられ困難な状況。病識も乏しく、専門治療
と環境目的にて、東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。

②日　　時：令和7年10月16日　13：57
　氏　　名：戸沢　定儀様（とざわ　さだよし）様
　生年月日：昭和24年8月2日（76）　
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：小柳Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット　4号室

　＜経過＞
　現在独居生活。令和4年9月21日おおぞらクリニック初診、アルツハイマー型認知症の診断にて
継続通院していた。令和7年1月頃よりデイサービス利用を開始。その後、デイサービスからいなく
なる、排泄の失敗や何でもある物を食べてしまう、デイサービス利用日以外は常時臥床状態、頻繁に
外へ出ようとする等独居生活が困難となっていた。親族の不幸事があり葬儀に連れて行ってものちに
忘れている等記録力低下も著しい。デイサービスでは夕方帰宅願望強まるが声掛けにて対応可能。自
宅では夕方から22時頃まで落ち着きなく自宅内の徘徊を繰り返しているしている。ケアマネージャ
ーと相談し施設入所を検討したが六戸町内グループホームや介護老人保健施設等空きがないため施
設入所できるようになるまで当院での入院治療を希望。東病棟Cユニット4号室へ医療保護入
院となる。　　

